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只
見
町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
23
年
度

に
か
け
て
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
只

見
町
議
会
基
本
条
例
の
策
定
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
中
で
、
議
会
の
運
営
に
関
す
る

基
準
申
し
合
せ
事
項
に
よ
り
、
正
副
議

長
の
任
期
は
、
議
員
任
期
と
同
様
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
4
月
会

議
に
お
い
て
、
一
部
の
議
員
か
ら
不
信

4
月
18
日
開
催
の
4
月
会
議
に
お
い
て
、
只
見
町
議
会
委
員
会
条
例

に
基
づ
く
委
員
会
の
組
織
編
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
12
人
の
議
員
が

出
席
し
、
常
任
委
員
や
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員
な
ど
の
選
任

が
行
わ
れ
、
新
し
い
議
会
の
体
制
を
決
め
ま
し
た
。

任
動
議
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
そ
の
後
、
撤
回
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

議
長
・
副
議
長
よ
り
信
を
問
う
た
め
の

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
正
副
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
選
挙
の
結
果
、
齋
藤
邦
夫
議
員

が
、
11
票
獲
得
し
議
長
に
再
選
さ
れ
、

副
議
長
選
挙
で
は
、
中
野
大
徳
議
員
が

6
票
を
獲
得
し
、
副
議
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

議会新体制が決定議会新体制が決定
議長に齋藤邦夫議員が再選
副議長には中野大徳議員
議長に齋藤邦夫議員が再選
副議長には中野大徳議員

齋
藤
邦
夫
議
員
が
議
長
再
任

議長に再選された齋藤邦夫議員

副議長に選出された中野大徳議員
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議
会
広
報
特
別
委
員
会
体
制
も
、
任
期
満

了
に
伴
い
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
選
任
さ
れ
た
の
は
、
山
岸
フ
ミ
子
議

員
、
大
塚
純
一
郎
議
員
、
目
黒
仁
也
議
員
、

小
沼
信
孝
議
員
、
石
橋
明
日
香
議
員
の
5
人

で
す
。

4
月
会
議
の
当
日
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
で
初

の
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
長
に
石
橋
明
日

香
議
員
、副
委
員
長
に
小
沼
信
孝
議
員
を
互

選
。今
号
か
ら
新
体
制
で
の
編
集
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

委 員 会 等 名 簿
委員会名 委員氏名 分　担

総務厚生常任委員会

委 員 長 大 塚 純 一 郎

総務課、総合政策課、町民生活課、
保健福祉課の事務の調査や請願・陳
情などの審査を担当

副委員長 石 橋 明 日 香

委　 員

鈴 木 　 征
酒 井 右 一
新 國 秀 一
齋 藤 邦 夫

経済文教常任委員会

委 員 長 目 黒 仁 也

総合政策課、農林振興課、観光商工
課、環境整備課、教育委員会及び農
業委員会の事務の調査や請願・陳情
などの審査を担当

副委員長 小 沼 信 孝

委　 員

山 岸 フ ミ 子
藤 田 　 力
佐 藤 孝 義
中 野 大 徳

議 会 運 営 委 員 会

委 員 長 藤 田 　 力
議会の運営に関する事項や議長の諮
問に関する事項などを担当

副委員長 新 國 秀 一

委　 員
大 塚 純 一 郎
目 黒 仁 也

議会広報特別委員会

委 員 長 石 橋 明 日 香
議会広報・広聴機能の充実を図る事
項や議会だよりの編集及び発行に関
する事項などを担当

副委員長 小 沼 信 孝

委　 員
山 岸 フ ミ 子
大 塚 純 一 郎
目 黒 仁 也

南会津地方広域市町
村圏組合議会議員

議 員
佐 藤 孝 義 南会津地域の広域行政業務を構成町

村で共同担当（南会津町6人、下郷
町3人、只見町2人、檜枝岐村1人）齋 藤 邦 夫

南会津地方環境衛生
組 合 議 会 議 員

議 員
山 岸 フ ミ 子 南会津地域の環境衛生に関する事項

を構成町村で共同担当（南会津町6
人、下郷町4人、只見町3人）

酒 井 右 一
齋 藤 邦 夫

町 監 査 委 員 監 査 小 沼 信 孝 地方自治法に基づく監査事務を担当

議
会
広
報
特
別
委
員
会
も

新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト

4月会議

議会広報特別委員会の編集会議の様子
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財
政
調
整
基
金
へ
の
積

み
立
て
額
が
年
々
膨
ら

ん
で
い
る
が
、
ど
の
程
度
に

な
っ
て
い
る
か
。
町
民
サ
ー

ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
す
べ
き

で
な
い
か
。

将
来
の
投
資
に
必
要
と

の
判
断
で
積
み
立
て
て

い
る
。
現
在
、
11
億
8
千
万

円
。

保
養
セ
ン
タ
ー
の
窓
の

改
修
予
算
は
大
変
高
額

だ
。
見
積
り
業
者
な
ど
を
再

検
討
す
べ
き
だ
。

委
員
会
で
も
意
見
を
頂

き
検
討
し
て
き
た
。
当

初
計
画
よ
り
か
な
り
安
価
で

執
行
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

一般会計3,200万円を追加補正
6
月
12
日
か
ら
18
日
に
わ
た
り
、
6
月
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
審
議
さ
れ
た

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
と
し
て
、
歳
入
で
は
、
前
年
度
繰
越
金
や
町
税
、
町
債

の
増
。
歳
出
で
は
、
町
有
林
を
活
用
し
て
施
設
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
伐
採
加
工
委
託

料
や
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
後
の
自
然
ガ
イ
ド
配
置
予
算
な
ど
が
新
た
な
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
国
保
税
率
の
改
正
、
地
方
税
法
改
正
に
よ
る
税
条
例
の
改
正
議
案
な
ど
、
す
べ

て
の
議
案
が
慎
重
審
議
の
末
、
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
質
疑
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

25年度一般会計決算概要
実質収支 約1億1,600万円

うち財政調整基金へ 7,000万円積立
残余4,600万円余りを翌26年度へ繰越
〈用語解説〉
実質収支…収入から支出を差し引き翌年度に繰り越
しできる財源
財政調整基金…計画的な財政運営をするための預金

答答
質
疑
（
抜
粋
）

問問

保養センターの外観

町有林伐採加工等
委託料
1,400万円

只見振興センターの建築に活用
する木材約450㎥の元山伐採、
運搬、製材加工を行うものです。

JR只見線全線
再開通事業補助金

580万円
JR車輌2両と代行バス1台に対し
ラッピングを施すものです。

観光まちづくり協会
補助金

200万円
ユネスコエコパークの登録
認定をふまえ、案内ガイド
の養成等による受け入れ体
制を整えるためのものです。

災害学習列車ツアー
委託料 69万6千円

只見、朝日、明和の3振興センターにお
ける4～ 6年生児童、保護者を対象とし
た、JR只見線を利用した被災状況、復
興状況の視察体験ツアーの補助金です。

1

2

3

4

補正予算の主な内容
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空
き
家
の
適
正
管
理
に
係
る
所
有

者
等
の
責
務
を
定
め
る
も
の
で
す
。

町
当
局
に
よ
る
助
言
な
ど
に
よ
り
、

管
理
不
全
状
態
と
な
る
こ
と
を
未
然

に
防
ぎ
、
住
民
の
安
心
・
安
全
な
生

活
と
良
好
な
景
観
を
保
つ
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

実
際
の
運
用
面
に
お
け
る
具
体
的

な
疑
問
点
等
に
つ
き
、「
空
き
家
の

持
ち
主
が
応
じ
な
か
っ
た
場
合
は
ど

う
す
る
の
か
」、「
強
制
力
は
ど
の
程

度
あ
る
の
か
」
と
い
っ
た
様
々
な
意

見
や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

し
た
が
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

山
岸
フ
ミ
子
議
員
：
消
費
税
は
8
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
年
金
は
削
減
さ

れ
、
70
歳
か
ら
の
医
療
費
の
窓
口
負

担
が
1
割
か
ら
2
割
に
な
り
、
生
活

を
圧
迫
し
て
い
る
。
町
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
こ
の
条
例
改
正

案
に
反
対
す
る
。

鈴
木
征
議
員
：
今
回
の
提
案
に
あ
た

り
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
か

ら
妥
当
で
あ
る
旨
の
答
申
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
鑑
み
て
賛

成
と
す
る
。

《
議
案
賛
否
》

賛
成
者
：
10
名

反
対
者
：
1
名
（
山
岸
フ
ミ
子
）

国
保
税
額
を
な
る
べ
く
低
く
抑
え

る
た
め
に
、
基
金
よ
り
2
9
0
0
　

万
円
繰
り
入
れ
し
、
一
人
当
た
り
平

均
約
9
6
0
0
円
の
負
担
増
に
す

る
提
案
が
あ
り
、
賛
否
が
分
か
れ
ま

税
で
あ
り
、
町
長
権
限
が
あ
る
。
必

ず
し
も
増
税
す
る
必
要
は
な
い
も
の

だ
。
軽
自
動
車
は
、
町
民
の
農
作
業

や
公
共
交
通
機
関
の
不
十
分
な
当
町

で
の
足
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
だ
。
町
民
負
担
を
こ
れ
以
上

増
や
す
こ
と
に
な
る
こ
の
条
例
改
正

案
に
反
対
す
る
。

《
議
案
賛
否
》

賛
成
者
：
6
名
（
中
野
大
徳
、
藤
田

力
、
佐
藤
孝
義
、
小
沼
信
孝
、
目
黒

仁
也
、
鈴
木
征
）

反
対
者
：
5
名
（
山
岸
フ
ミ
子
、
新

國
秀
一
、
酒
井
右
一
、
大
塚
純
一
郎
、

石
橋
明
日
香
）

山
岸
フ
ミ
子
議
員
：
国
で
法
改
正
は

さ
れ
た
が
、
軽
自
動
車
税
は
市
町
村

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
改
め
て
議

会
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

6月会議開催

12

3

条例改正
クローズアッ

プ！
軽自動車税の見直し

区　分 現　行 改正後

自家用乗用車 7,200円➡ 10,800円

自家用貨物車 4,000円➡ 5,000円

原付バイク 1,000円➡ 2,000円
※軽四輪車等については、平成27年 4月 1日以後
に最初の新規検査を受けるものから適用

「
軽
自
動
車
税
」増
税
へ

（
議
案
第
50
号
）

「
国
保
税
」負
担
増
へ

（
議
案
第
51
号
）

「
空
き
家
条
例
」制
定
へ

（
議
案
第
52
号
）

「
只
見
町
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
」

（
平
成
26
年
8
月
1
日
施
行
）

■
反
対
討
論

■
賛
成
討
論

■
反
対
討
論

可
決

可
決

可
決

町
内
の
あ
る
空
き
家
の
現
状
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め
る
も
の
で
す
。
現
地
調
査
の
結
果
、

要
望
箇
所
は
除
雪
路
線
か
ら
離
れ
て
お

り
、
一
軒
家
対
策
の
対
象
と
し
て
、
道

路
整
備
の
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
採

択
と
し
ま
し
た
。

採
択
の
理
由

豪
雨
災
害
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
町

内
中
小
企
業
へ
の
支
援
制
度
の
見
直
し

（
対
象
企
業
、
補
助
限
度
額
、
率
）
を

求
め
る
商
工
会
か
ら
の
陳
情
で
す
。

現
在
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
中
小
企
業

の
支
援
が
重
要
で
あ
り
、
民
間
の
資
金

協
力
に
よ
る
新
た
な
財
源
も
確
保
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
願
意
を
妥
当
と
認

め
採
択
し
ま
し
た
。

ら
も
蓋
か
け
と
転
落
防
止
栅
の
設
置
は

必
要
と
判
断
し
採
択
と
し
ま
し
た
。

不
採
択
の
理
由

除
雪
路
線
と
し
て
の
整
備
を
求
め
る

も
の
で
す
。
一
軒
家
対
策
の
対
象
箇
所

で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
地
調
査
の
結
果
、

要
望
箇
所
は
雪
の
排
雪
場
所
の
確
保
が

困
難
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
不
本
意

な
が
ら
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

採
択
の
理
由

除
雪
路
線
と
し
て
の
町
道
整
備
を
求

す
る
地
元
材
の
利
活
用
計
画
の
確
立
を

願
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
工
事
の
分
離

発
注
は
、
地
元
業
者
育
成
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
発
注
計
画
の
中
で
検

討
可
能
で
あ
る
も
の
と
判
断
し
、
本
件

は
採
択
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

採
択
の
理
由

要
望
箇
所
は
塩
沢
郵
便
局
脇
の
町
道

で
す
。
現
地
調
査
の
結
果
、
道
路
が
狭

く
急
こ
う
配
で
あ
る
が
安
全
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
除
雪
効
率
の
面
か

採
択
の
理
由

新
庁
舎
建
設
工
事
に
関
す
る
請
願
書

は
、「
住
ま
い
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
」
か
ら
の
請
願
で
、
新
庁
舎
建

設
に
対
し
て
地
元
産
材
の
利
用
の
具
現

化
に
よ
り
自
然
乾
燥
を
し
た
地
元
材
の

利
用
、
及
び
内
装
・
電
気
工
事
の
分
離

発
注
を
求
め
る
も
の
で
す
。

只
見
町
の
健
全
な
る
森
林
環
境
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
森
林
の
循
環

体
制
づ
く
り
と
地
元
木
材
の
活
用
が
必

要
で
す
。
早
急
に
公
共
施
設
建
設
に
対

あ
の
陳
情
の
審
査
結
果

地元木材を加工する町内企業

町道蓋かけと転落防止栅現地調査

塩沢の町道整備個所現地調査

③
塩
沢
地
区
田
村
初
雄
宅
へ

の
町
道
整
備
の
お
願
い

➡
不
採
択

②
塩
沢
地
区
町
道
側
溝
の
蓋

か
け
と
転
落
防
止
柵
設
置

の
お
願
い
➡
採
　
択

④
塩
沢
地
区
岩
渕
朗
宅
へ
の

町
道
整
備
の
お
願
い

➡
採
　
択

⑤
町
内
中
小
企
業
の
豪
雨
災

害
復
旧
支
援
の
お
願
い

➡
採
　
択

①
新
庁
舎
建
設
工
事
に
関
す

る
請
願
書
➡
採
　
択

町民からの陳情・請願町民からの陳情・請願
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採
択
の
理
由

木
材
関
連
産
業
が
依
然
不
況
下
に
あ

る
た
め
、
国
に
森
林
整
備
や
地
域
材
利

用
の
拡
大
な
ど
の
山
村
再
生
に
向
け
た

施
策
と
予
算
確
保
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
﹃
木
の
駅

構
想
﹄
な
ど
森
林
再
生
に
向
け
た
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
に
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
当
請
願
は
、
国
の
権
限
に

属
す
る
内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
の

公
益
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
願
意
を

妥
当
と
認
め
採
択
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
意
見
書

（
案
）
が
可
決
さ
れ
、
国
に
対
し
提
出

し
ま
し
た
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

布
沢
区
長
ほ
か
9
名
の
方
々
か
ら
要

望
さ
れ
た
も
の
で
す
。

請
願
を
採
択
し

国
に
意
見
書
を
提
出

新
た
な
陳
情
・
請
願

陳情された布沢地区の現状

森林の持つ多面的機能
出典：『森林・林業基本計画の概要』林野庁 2013

●議案第49号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
町内の鳥獣被害対策を効果的に実施するため、只見町
鳥獣被害対策実施隊員を加える一部改正。

◦議案第50号　只見町税条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴う改正で
あり、軽自動車税の税率の見直し、法人住民税法人税割
の税率引き下げ等をお願いするもの。

◦議案第51号　只見町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例
被保険者数の減少や高齢化等による医療費の増加に対
応できる歳入を確保するため、税率の改定をお願いす
るもの。

◦議案第52号　只見町空き家等の適正管理に関する条例
空き家の所有者責任を明確にするとともに、放置の防
止と景観保全を目的として、条例の制定をお願いする
もの。

◦議案第53号　只見町一般会計補正予算（第1号）
32,058千円を追加し、歳入歳出総額を5,042,058千円と
するもの。

◦議案第54号　国民健康保険事業特別会計補正予算（第1
号）
税率改定の本算定予算。医療費の推移等を勘案し特別
会計の事業運営経費の積算を行い、議案第51号に基づ
き算定。

◦議案第55号　国民健康保険施設特別会計補正予算（第1
号）
人事異動に伴う人件費と医師業務委託料の補正を行い、
基金繰入金で財源調整。

◦議案第56号　介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
繰越金を介護給付費に充て、過年度収入を償還金に充
て、残額を予備費で調整。

◦議案第57号　簡易水道特別会計補正予算（第1号）
人事異動に伴う人件費の減額と設備整備費の増額を予
備費で科目更正して調整。

◦議案第58号　観光施設事業特別会計補正予算（第1号）
只見保養センター改修工事に係る予算を一般会計繰入
金によって措置する予算。

◦議案第59号　集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
公共枡整備工事と施設災害復旧工事にかかる予算を集
落排水事業繰入金によって措置する予算。

◦議案第60号　工事請負契約の締結について
（工 事 名） 只見総合開発センター解体工事
（契約金額） 49,896,000円
（契約業者） 美馬建設株式会社

◦議案第61号　工事請負契約の締結について
（工 事 名）  林道災害復旧工事（白沢線3号②）
（契約金額） 67,500,000円
（契約業者）  朝日建設株式会社

◦議案第62号　工事請負契約の締結について
（工 事 名） 林道災害復旧工事（黒谷線9号）
（契約金額） 56,592,000円
（契約業者） 株式会社南会西部建設コーポレーション
 南会津本社

◦議案第63号　平成26年度只見町一般会計補正予算（2号）
1,040千円を追加し、歳入歳出総額を5,043,098千円とす
るもの。

◦同意第2号　人権擁護委員の推薦につき同意を求める
ことについて
町当局で候補者推薦した者につき、議会の同意を求め
るもの。

⑥
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連

産
業
の
政
策
の
推
進
に
関

す
る
請
願
➡
採
　
択

●
布
沢
集
落
の
幹
線
農
道
舗

装
と
集
落
見
回
り
機
能
強

化
を
お
願
い
す
る
件

➡
経
済
文
教
常
任
委
員
会

に
付
託

6月会議で上程された議案一覧



視
察
に
訪
れ
た
会
津
坂
下
駅
前
で

明和振興センターでの報告会（ 4月23日）

JR只見線早期全線復旧に向けて
議会での活動は

8

議
会
報
告
会
を
開
催

向
け
て
の
議
会
と
し
て
の
考

え
方

③
振
興
セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
な

内
容
や
議
会
で
の
協
議
経
過

④
奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設

に
係
る
議
会
で
の
協
議
経
過

⑤
今
後
の
公
共
施
設
建
設
に
あ

た
っ
て
の
財
源
見
通
し

⑥
JR
只
見
線
復
旧
の
進
捗
状
況

と
利
用
率
向
上

⑦
豪
雨
災
害
復
興
基
金
の
産
業

支
援

⑧
議
会
報
告
会
の
あ
り
方

今
回
の
議
会
報
告
会
で
は
、

参
加
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
議
員
個
々
の
考
え
方
を
お

聞
き
し
た
い
な
ど
、
議
会
報
告

会
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
案
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

只
見
町
議
会
で
は
、
議
会
活

動
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
町
政
の

伸
展
を
考
え
る
べ
く
、
次
回
以

降
の
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
、
議
会
活
動
の
報
告
を
し
た

後
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〈
主
な
内
容
〉

①
木
の
駅
構
想
事
業
の
今
後
の

見
通
し

②
只
見
型
道
の
駅
構
想
実
現
に

只
見
町
議
会
で
は
、
町
民
に

対
し
議
会
活
動
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
た
め
の
議
会
報
告

会
を
年
に
2
回
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

今
回
、
4
月
21
日
～
23
日
に

か
け
て
、
町
内
3
振
興
セ
ン
タ

ー
で
町
民
約
20
名
の
皆
様
に
対

JR
只
見
線
の
早
期
全
線
復

旧
を
促
進
す
る
た
め
、
6
月

13
日
に
、
只
見
町
議
会
議
員

全
員
で
代
行
バ
ス
及
び
JR
只

見
線
に
乗
車
し
、
沿
線
地
域

の
利
用
状
況
や
観
光
資
源
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
JR
只
見
線
の
利

活
用
を
推
進
し
、
全
線
復
旧

に
向
け
て
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

乗
車
区
間　

只
見
駅
か
ら
会

津
坂
下
駅
を
往
復

参
加
議
員　

全
議
員

議員全員で
只見線に乗ってきました

今後の報告会のあり方を模索



議 会 活 動 報 告
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発
生
地
域
に
配
分
す
る
こ
と
。

②
県
道
小
林
・
舘
ノ
川
線
未
改
良

区
間
の
整
備
並
び
に
冬
期
間
の

完
全
通
行
確
保
に
つ
い
て

昨
年
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、
一
部

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
区
間

の
早
期
開
通
と
併
せ
、
全
線
整

備
並
び
に
冬
期
間
の
完
全
通
行

確
保
を
求
め
ま
し
た
。

③
JR
只
見
線
の
早
期
全
線
復
旧
に

つ
い
て

只
見
町
及
び
会
津
地
方
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
観
光
・
産

業
振
興
の
た
め
、
JR
只
見
線
の

早
期
全
線
復
旧
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

7
月
3
日
に
只
見
町
「
季
の
郷

湯
ら
里
」
に
お
い
て
議
員
大
会
が

開
催
さ
れ
、
各
町
村
議
会
か
ら
要

望
事
項
の
提
案
が
あ
り
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

只
見
町
議
会
か
ら
は
、
大
塚
純

一
郎
総
務
厚
生
常
任
委
員
長
が
次

の
3
件
に
つ
い
て
代
表
提
案
し
、

要
望
通
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
内
容

①
河
川
流
水
占
用
料
関
係
町
村
へ

の
還
元
交
付
に
つ
い
て

河
川
法
に
基
づ
き
、
県
が
徴
収

す
る
河
川
流
水
占
用
料
の
一
部

を
地
域
振
興
の
た
め
に
、
流
水

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

の
定
期
総
会
が
6
月
3
日
に

福
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
、
同
議
長

会
副
会
長
で
あ
る
只
見
町
議

会
議
長
か
ら
、
JR
只
見
線
の

早
期
全
線
復
旧
や
道
州
制

（
＊
）
導
入
断
固
反
対
に
つ

い
て
の
特
別
決
議
（
案
）
が

提
出
さ
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し

た
。今

後
、
県
町
村
議
会
議
長

会
で
は
今
回
の
特
別
決
議
を
、

国
な
ど
の
関
係
機
関
に
対
し

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
2
月
に
、
議
会
か
ら

町
当
局
に
対
し
前
号
（
135

号
）
で
掲
載
し
た
「
新
庁
舎

基
本
設
計
に
関
す
る
意
見

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
町
当
局
か

ら
、
4
月
3
日
と
5
月
7
日

の
2
回
、
議
会
に
対
し
意
見

書
を
ふ
ま
え
た
内
容
で
役
場

新
庁
舎
の
基
本
設
計
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

南
会
津
地
方
町
村
議
会
議
員
大
会

議
会
全
員
協
議
会

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

役
場
新
庁
舎
基
本
設
計
固
ま
る

道
州
制
反
対
決
議
を
採
択

＊道州制とは…日本全国47都道府
県を、地域ごとに「道」または「州」に
再編成すること。社会基盤の整って
いる大都市への集中が懸念され、逆
に財政基盤が弱い地方は、今まで以
上に過疎化が進み地域間格差が生じ、
行政サービスが低下する可能性が高
くなると予想される。

要望提案する大塚純一郎議員
（ 7月 3日、季の郷 湯ら里）

特
別
決
議
を
述
べ
る
只
見
町
齋
藤
議
長 …

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

設
計
業
者
か
ら
の
説
明
の
様
子



6
月
会
議
一
般
質
問
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い
て
協
議
し
、
教
育
、
産
業

全
般
の
な
か
か
ら
課
題
を
整

理
し
、
主
体
的
に
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
後
2
ヶ
年
の

委
員
会
調
査
活
動
方
針
に
つ

部
屋
の
不
足
等
の
理
由
か

ら
計
画
さ
れ
て
い
る
只
見
高

校
の
学
生
寮
（
奥
会
津
学
習

セ
ン
タ
ー
）
の
新
築
工
事
に

つ
い
て
は
、
現
在
当
委
員
会

に
お
い
て
教
育
委
員
会
と
の

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
6
月
27
日
に
現
在

の
施
設
と
現
在
想
定
し
て
い

る
建
設
候
補
地
4
カ
所
を
視

察
し
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
改
修
も
含

め
た
計
画
の
見
直
し
を
求
め
、

今
後
も
継
続
し
て
調
査
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
新
メ
ン

バ
ー
の
も
と
、
5
月
12
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
各
事
業

担
当
課
長
（
農
林
振
興
課
、

観
光
商
工
課
、
環
境
整
備
課
、

教
育
委
員
会
）
に
出
席
を
求

め
、
現
在
進
め
て
い
る
事
業

の
推
進
状
況
、
課
題
、
見
通

し
等
に
つ
い
て
説
明
を
伺
い

動
支
援
セ
ン
タ
ー
じ
ね
ぇ
ん

と
、
只
見
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

只
見
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
の

概
要
及
び
運
営
状
況
に
対
す

る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
施
設
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
計
画
、
理
念
、
運
営

方
針
に
基
づ
き
、
日
々
努
力

を
し
な
が
ら
の
運
営
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。

少
子
超
高
齢
化
の
進
む
我

が
只
見
町
の
現
状
で
、
保

健
・
福
祉
分
野
の
充
実
は
地

域
の
生
き
残
り
を
か
け
た
も

の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
医
師
、
看
護
・

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
待
遇
改
善
、

医
療
体
制
の
充
実
、
住
宅
環

境
の
整
備
等
の
早
急
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
て
お
り
ま
す
。

い
、
朝
日
診
療
所
、
あ
さ
ひ

ケ
丘
、
こ
ぶ
し
苑
、
地
域
活

保
健
福
祉
課
所
管
施
設
を

中
心
と
し
て
、
桜
の
丘
み
ら

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
文
教
常
任
委
員
会

保
健
福
祉
関
係
施
設
の
調
査
実
施

人
材
確
保
の
た
め
に
住
環
境
の
整
備
は
急
務

委
員
会
調
査
活
動
方
針
を
確
認

新
奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
に
関
す
る
調
査

新
築
案
件
は
も
っ
と
慎
重
に

調査に訪れた地域活動支援センターじねぇんと（5月21日）

奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
㊤

と
建
設
候
補
地
㊨
の
視
察

状
況
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に
町
雇
用
講
師
を
配
置
し
た

り
、
習
熟
度
別
指
導
に
よ
る

県
雇
用
講
師
を
配
置
し
た
り

で
充
実
し
た
教
育
環
境
を
講

じ
る
た
め
、
教
員
数
の
激
減

は
な
い
。
町
と
し
て
不
足
状

況
を
解
決
す
べ
く
努
力
す
る
。

大
塚
議
員　

来
年
度
開
所
予

定
の
小
規
模
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
お
け
る
職
員
募
集

に
つ
い
て
、
住
環
境
の
整
備

を
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

町
　
長　

人
員
の
確
保
は
南

会
津
会
で
対
応
す
る
が
、
採

用
に
係
る
状
況
に
よ
り
、
町

内
住
宅
等
の
情
報
提
供
な
ど

の
支
援
に
努
め
る
。
住
環
境

に
つ
い
て
は
、
街
全
体
の
構

想
で
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

山
口
と
し
て
の
役
割
を
踏
ま

え
て
、
町
と
し
て
可
能
な
限

り
の
支
援
は
考
え
て
い
く
。

の
施
設
整
備
再
生
が
急
務
と

考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

町
　
長　

会
津
朝
日
岳
の
登

ビ
ュ
ー
、
休
憩
所
等
の
改
修

設
計
を
実
施
す
る
。

大
塚
議
員  

「
い
わ
な
の
里
」

町
　
長　

町
が
住
宅
を
直
接

建
設
す
る
方
法
の
ほ
か
、
民

間
資
本
を
活
用
し
た
賃
貸
住

宅
等
の
提
供
に
取
り
組
む
。

大
塚
議
員　

慢
性
的
な
教
員

住
宅
不
足
の
な
か
で
、
少
子

化
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
減

少
傾
向
を
踏
ま
え
た
今
後
の

教
員
住
宅
管
理
計
画
を
示
せ
。

町
　
長　

小
・
中
・
高
等
学

校
教
員
の
住
宅
状
況
に
つ
い

て
は
、
教
員
住
宅
利
用
者
40

名
、
賃
貸
住
宅
等
利
用
者
14

名
、
町
外
通
勤
者
6
名
の
合

計
60
名
で
あ
り
、
教
員
住
宅

不
足
数
は
20
戸
と
な
っ
て
い

る
。
中
学
校
教
員
は
、
平
成

34
年
か
ら
3
ク
ラ
ス
に
な
り

減
少
と
な
る
が
、
複
式
学
級

大
塚
議
員　

少
子
過
疎
高
齢

化
の
進
む
町
の
現
状
で
、
若

者
定
住
政
策
を
考
え
る
と
、

根
本
的
な
住
宅
不
足
と
認
識

す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
住
宅

政
策
を
展
開
す
る
の
か
。

あ
る
。
今
後
は
景
観
を
見
る

観
光
に
加
え
て
、
田
子
倉
の

歴
史
と
文
化
・
環
境
と
い
っ

た
物
語
性
の
あ
る
観
光
へ
の

シ
フ
ト
を
多
面
的
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
田
子
倉
レ
イ
ク

積
極
的
に
取
り
組
み
、
30
万

人
の
観
光
交
流
人
口
確
保
を

目
指
す
。

大
塚
議
員　

只
見
町
の
観
光

の
柱
で
あ
る
、
田
子
倉
ダ
ム

周
辺
施
設
の
整
備
充
実
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解

を
問
う
。

町
　
長　

こ
れ
ま
で
の
物
見

遊
山
の
観
光
か
ら
、
多
種
多

様
な
目
的
と
価
値
観
を
持
っ

た
観
光
形
態
に
変
わ
り
つ
つ

大
塚
議
員　

年
間
20
万
人
台

に
落
ち
込
ん
だ
観
光
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、

現
在
ど
の
よ
う
な
誘
客
対
策

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

町
　
長　

東
日
本
大
震
災
に

よ
る
福
島
第
一
原
発
事
故
の

風
評
被
害
、
新
潟
・
福
島
豪

雨
災
害
以
後
の
落
ち
込
み
は

著
し
く
、
現
在
も
回
復
し
て

い
な
い
が
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
正
式
登
録
を
契
機
に

大
塚
純
一
郎
議
員

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
後
の
観
光
は
？

︱
30
万
人
の
交
流
人
口
を
目
指
す

今
後
の
住
宅
政
策
の
展
開
は
？

︱
民
間
資
本
も
活
用
し
て
い
く

町
長

町
長

ユネスコエコパーク登録決定時の記者会見
（6月12日、役場庁舎内）
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総
合
政
策
課
長　

全
国
的
に

も
、
自
分
た
ち
が
事
業
を
提

案
し
そ
れ
を
決
め
て
や
っ
て

い
る
例
が
多
い
。
今
後
審
議

会
で
も
様
々
な
意
見
を
頂
け

る
と
考
え
て
い
る
し
、
今
後

検
討
の
余
地
は
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

目
黒
議
員　

明
和
自
治
振
興

会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
今

後
い
ず
れ
3
地
区
の
住
民
組

織
で
財
源
が
課
題
と
な
る
。

今
回
の
交
付
金
制
度
と
は
別

に
今
後
検
討
す
べ
き
だ
。

町
　
長　

い
ろ
い
ろ
ご
提
言

い
た
だ
い
た
中
で
、
思
い
と

目
的
は
同
じ
も
の
が
あ
る
。

今
後
推
進
し
て
い
く
な
か
で

の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
進

ん
で
い
く
流
れ
の
な
か
で
再

度
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
ほ
か
に
、
将
来
の
観
光
像

と
当
面
の
誘
客
体
制
に
つ

い
て
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
に
つ
い
て
住
民
か
ら
の

意
見
聴
取
は
、
環
境
整
備
課

の
生
涯
学
習
だ
。
こ
の
認
識

が
今
ま
で
役
所
内
に
統
一
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
反
省

で
、
今
回
見
直
し
の
一
番
の

理
由
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

生
涯
学
習
を
ど
の

部
局
に
置
く
か
、
そ
の
位
置

づ
け
は
各
自
治
体
の
な
か
で

様
々
模
索
さ
れ
て
い
る
。
全

部
局
に
ま
た
が
る
と
い
う
こ

と
で
福
島
県
は
知
事
部
局
に

移
っ
て
い
る
。

目
黒
議
員　

新
し
く
ス
タ
ー

ト
し
た
交
付
金
は
、
各
地
区

振
興
セ
ン
タ
ー
長
の
権
限
で

決
ま
っ
て
い
く
体
制
が
必
要

だ
。
今
回
、
権
限
の
委
譲
ま

で
検
討
さ
れ
た
の
か
。

づ
く
り
に
取
り
組
む
意
思
を

表
し
た
も
の
。
振
興
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
分
か
り
に

く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
今
後
の
事
業
の
中

で
分
か
り
や
す
く
す
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

目
黒
議
員　

本
来
、
生
涯
学

習
は
、
役
場
の
全
課
全
般
に

及
ぶ
も
の
で
、
例
え
ば
「
健

康
づ
く
り
」
は
、
保
健
福
祉

課
の
生
涯
学
習
だ
し
、
道
路

目
黒
議
員　
「
地
区
セ
ン
タ

ー
」
が
「
振
興
セ
ン
タ
ー
」

に
変
わ
っ
た
が
、
な
に
が
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
、
町
民
に

理
解
が
足
り
て
い
な
い
。
今

度
の
行
革
の
考
え
方
な
ど
、

も
っ
と
情
報
を
町
民
に
公
開

す
べ
き
だ
。

総
合
政
策
課
長　

今
度
の
行

革
大
綱
は
、
こ
の
3
年
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
で
健
全
財

政
を
守
り
な
が
ら
果
敢
に
町

目
黒
仁
也
議
員

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
る
体
制
に

︱
審
議
会
の
意
見
な
ど
踏
ま
え
検
討
す
る
町
長

振
興
セ
ン
タ
ー
に
予
算
と
権
限
を

︱
将
来
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
る
町
長 明和ふるさとウォーキング（明和自治振興会事業）

6月1日、成法寺観音堂前で
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き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
し
て
い

き
た
い
。

町
　
長　

非
常
に
厳
し
い
状

況
で
は
あ
る
が
、
指
定
期
間

内
、
延
長
を
含
め
国
や
県
に

対
し
て
そ
の
よ
う
な
強
い
考

え
で
要
望
し
て
い
き
た
い
。

提
出
し
て
い
き
た
い
。
ウ
グ

イ
に
つ
い
て
は
関
係
団
体
と

連
携
し
て
町
と
し
て
支
援
で

う
の
で
は
な
い
か
、
と
言
っ

た
声
も
あ
る
。
た
と
え
激
甚

災
害
指
定
期
間
が
過
ぎ
て
も

必
ず
全
路
線
復
旧
す
る
お
考

え
は
あ
る
か
。

農
林
振
興
課
長　

山
菜
、
野

生
の
き
の
こ
に
つ
い
て
は
町

が
窓
口
と
な
り
県
に
検
体
を

小
沼
議
員　

林
道
災
害
箇
所

で
手
の
付
け
ら
れ
な
い
箇
所

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
様

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
　
長　

大
半
の
箇
所
は
今

年
度
、
来
年
度
中
に
完
了
の

見
込
み
で
あ
る
が
、
小
塩
塩

ノ
岐
線
、
黒
谷
線
に
つ
い
て

は
平
成
28
年
以
降
の
完
了
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。

小
沼
議
員　

激
甚
災
害
指
定

の
期
間
内
で
完
了
す
る
の
か
。

農
林
振
興
課
長　

工
法
の
変

更
、
予
算
措
置
の
延
長
等
を

含
め
林
野
庁
及
び
県
に
対
し

て
要
望
活
動
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

小
沼
議
員　

町
民
の
な
か
に

は
こ
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま

農
林
振
興
課
長　

今
ま
で
協

議
は
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
今
後
は
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

小
沼
議
員　

規
制
解
除
に
向

け
、
町
と
し
て
サ
ン
プ
ル
を

町
民
よ
り
提
出
し
て
頂
く
よ

う
な
取
り
組
み
は
考
え
て
い

な
い
か
。

先
し
て
検
査
を
し
て
規
制
解

除
に
向
け
て
い
き
た
い
。
天

然
ウ
グ
イ
に
つ
い
て
は
関
係

機
関
と
協
議
を
し
て
規
制
解

除
へ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

小
沼
議
員　

天
然
ウ
グ
イ
に

つ
い
て
は
3
町
村
、
3
漁
協

に
ま
た
が
る
形
で
規
制
さ
れ

て
い
る
訳
だ
が
、
今
ま
で
町

は
そ
う
い
っ
た
機
関
と
協
議

は
さ
れ
て
き
た
の
か
。

小
沼
議
員　

野
生
の
き
の
こ
、

天
然
ウ
グ
イ
等
の
放
射
性
物

質
基
準
値
を
越
え
出
荷
制
限

等
の
か
か
っ
て
い
る
物
の
規

制
解
除
に
向
け
た
取
り
組
み

は
し
て
い
る
の
か
。

町
　
長　

野
生
の
き
の
こ
に

つ
い
て
は
国
の
判
断
基
準
が

変
更
さ
れ
種
類
ご
と
の
規
制

解
除
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

採
取
量
の
多
い
も
の
か
ら
優

被
災
林
道
復
旧
の
見
通
し
は
？

︱
未
着
手
の
路
線
は
な
い
町
長

小
沼
信
孝
議
員

出
荷
制
限
解
除
の
取
り
組
み
は
？

︱
解
除
に
向
け
関
係
機
関
と

協
力
し
て
い
く
町
長

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
様
子

復旧進まない林道黒谷線の様子
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外
部
採
用
し
て
み
て
は
？

観
光
商
工
課
長　

観
光
資
源

を
掘
り
起
し
、「
あ
の
只
見

に
住
ん
で
る
の
？
」
と
言
わ

れ
る
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

町
　
長　

学
術
研
究
を
通
し

て
の
人
材
交
流
の
中
で
も
発

信
力
を
発
揮
し
て
い
く
。

石
橋
議
員　

も
っ
と
明
る
く

夢
を
語
れ
る
町
長
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。

町
　
長　

そ
の
よ
う
に
努
め

る
。

勉
強
し
て
い
く
。

石
橋
議
員　

観
光
名
所
で
一

番
の
宝
の
持
ち
腐
れ
は
田
子

倉
湖
だ
。
施
設
等
の
老
朽
化

が
著
し
く
、
再
塗
装
の
補
修

程
度
で
は
な
い
根
本
的
な
チ

ェ
ン
ジ
が
必
要
だ
。
縁
結
び

の
三
石
神
社
や
田
子
倉
湖
が

ハ
ー
ト
形
に
見
え
る
六
十
里

越
ス
ポ
ッ
ト
等
も
若
者
の
誘

客
に
繋
げ
た
い
。
発
信
力
不

足
が
否
め
ず
、
Ｐ
Ｒ
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
強
い
人
材
を

を
模
索
し
て
い
く
。

石
橋
議
員　

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
い
つ
ま
で
に
ど

こ
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
導

入
す
る
の
か
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
推

進
す
べ
き
。ま
た
、2
0
1
6

年
か
ら
の
電
力
自
由
化
を
契

機
に
田
子
倉
ダ
ム
で
の
発
電

電
力
を
電
源
開
発
か
ら
融
通

し
て
も
ら
う
こ
と
で
電
気
代

が
無
料
、
ま
た
は
格
安
の
町

を
実
現
で
き
な
い
か
？　

企

業
誘
致
に
も
有
利
だ
。
政
治

力
を
発
揮
し
て
今
後
実
現
し

て
い
く
考
え
は
？

町
　
長　

電
力
自
由
化
や
発

送
電
分
離
に
関
し
ま
だ
勉
強

不
足
だ
。
確
か
に
そ
う
い
っ

た
視
点
は
大
切
な
の
で
今
後

な
り
独
自
財
源
確
保
に
繋
が

る
。
受
入
れ
客
数
の
具
体
的

数
値
目
標
や
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
面
で
の
整
備
目
標
が
必
要

だ
。
関
係
者
と
の
協
議
を
急

ぐ
。

石
橋
議
員　

⑴
、
⑵
は
各
々

要
望
開
始
後
か
な
り
の
年
月

が
経
過
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
と
同
じ
や
り
方
で
は
実
現

不
可
能
だ
。
も
っ
と
メ
デ
ィ

ア
等
を
活
用
し
て
は
？　

全

国
の
加
盟
市
町
村
の
首
長
に

働
き
か
け
て
、
実
現
年
度
を

決
め
て
取
り
組
め
な
い
か
？

町
　
長　

都
市
と
農
山
村
の

互
恵
関
係
あ
っ
て
の
日
本
だ

と
訴
え
、
支
援
を
求
め
て
い

く
。
従
来
の
型
通
り
な
方
法

か
ら
脱
却
し
有
効
な
や
り
方

税
創
設
促
進
連
盟
」
に
加
盟

し
国
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
も
継
続
し
て

い
く
。
ま
た
、
ダ
ム
・
発
電

関
係
施
設
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
耐
用
年
数

の
延
長
等
の
見
直
し
を
国
に

要
望
中
だ
。
⑶
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
増
や
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

進
め
る
べ
く
検
討
し
て
い
く
。

⑷
観
光
活
性
化
は
税
収
増
と

石
橋
議
員　

町
独
自
の
財
源

確
保
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る

次
の
施
策
に
つ
い
て
、
町
長

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体
的
行
動

内
容
を
問
う
。
⑴
「
河
川
流

水
占
有
料
」
の
直
接
交
付
、

⑵
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の

創
設
、
⑶
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

⑷
観
光
推
進
。

町
　
長　

⑴
、
⑵
各
々
「
ダ

ム
・
発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
」、「
全
国
森
林
環
境

石
橋
明
日
香
議
員

電
気
料
金
が
タ
ダ
の
町
へ
！

︱
大
切
な
視
点
だ
。
勉
強
す
る
町
長

田子倉湖がハート形に見えるビュースポット
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町
　
長　

現
在
、
住
宅
の
立

地
条
件
を
踏
ま
え
た
用
途
廃

止
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

民
間
住
宅
を
借
り
上
げ
、
住

宅
を
提
供
し
て
行
く
予
定
で

あ
る
。
持
家
支
援
策
と
し
て
、

空
き
家
改
修
支
援
、
建
設
用

地
を
含
め
た
住
宅
建
設
へ
の

支
援
、
さ
ら
に
は
三
世
代
居

住
住
宅
改
修
支
援
等
も
検
討

す
る
。

※
ほ
か
に
、
只
見
川
圏
域
河

川
整
備
計
画
に
つ
い
て
質

問
さ
れ
ま
し
た
。

考
え
を
伺
う
。
①
住
宅
団
地

分
譲
事
業　

②
上
の
原
住
宅

解
体
工
事　

③
民
間
賃
貸
住

宅
借
り
上
げ

藤
田
議
員　

定
住
を
考
え
る

時
、
住
宅
が
与
え
る
影
響
は

大
き
い
。
近
年
の
次
の
住
宅

政
策
に
つ
い
て
現
時
点
で
の

で
不
公
平
感
が
大
き
い
。
ど

う
考
え
ら
れ
る
か
。

町
　
長　

住
宅
被
災
を
対
象

に
1
3
0
件
、約
2
億
4
8
0　

0
万
円
で
あ
る
。
被
災
者
生

活
支
援
金
に
つ
い
て
は
被
災

の
程
度
に
応
じ
て
上
限
額
が

定
め
て
あ
る
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。

は
、
今
し
ば
ら
く
時
間
が
か

か
る
の
で
、
堆
砂
対
策
を
中

心
に
流
域
の
安
全
安
心
に
向

け
て
十
分
な
対
策
を
と
っ
て

頂
く
よ
う
申
し
上
げ
て
い
る
。

藤
田
議
員　

只
見
川
流
域
豪

雨
災
害
復
興
基
金
の
執
行
額

は
、
い
く
ら
か
。
ま
た
、
基

金
の
交
付
に
よ
り
被
災
者
間

藤
田
議
員　

新
聞
報
道
で
は
、

滝
ダ
ム
が
今
年
の
7
月
に

「
貯
水
開
始
」と
あ
る
。
先
の

豪
雨
災
害
の
原
因
の
一
つ
と

な
っ
た
堆
砂
除
去
が
進
ま
な

い
な
か
で
、
復
旧
工
事
の
た

め
と
は
い
え
梅
雨
期
を
前
に

な
ぜ
、
貯
水
を
認
め
た
の
か
。

町
　
長　

滝
ダ
ム
下
流
の
復

旧
工
事
を
実
施
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
電
発
よ
り
工
事
場

所
の
関
係
で
安
全
確
保
の
た

め
に
ゲ
ー
ト
放
流
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
滝
調
整
池

の
湛
水
を
行
っ
た
う
え
、
発

電
機
を
通
し
て
の
流
量
制
御

に
よ
る
放
流
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

電
発
に
対
し
て
は
、
復
旧
工

事
の
た
め
の
湛
水
と
い
う
意

味
で
了
解
し
た
も
の
で
あ
る
。

滝
発
電
所
の
再
開
に
つ
い
て

町
の
住
宅
政
策
の
考
え
は
？

︱
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ

提
供
し
て
い
く
町
長

藤

田
　
力
議
員

滝
ダ
ム
貯
水
再
開
へ
の
取
り
組
み
は
？

︱
復
旧
工
事
の
た
め
の
湛
水
で
あ
る
町
長

豪雨災害直後の滝ダム
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が
言
わ
れ
た
課
題
は
受
け
止

め
る
。
ま
た
、
只
見
湖
周
辺

一
帯
の
環
境
整
備
は
必
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

鈴
木
議
員　

町
と
し
て
、
今

後
と
も
只
見
湖
畔
の
景
観
を

良
く
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

町
　
長　

い
ろ
い
ろ
の
ご
提

案
を
踏
ま
え
て
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
ま
た
、

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
場

と
し
て
、
環
境
整
備
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

時
期
と
し
て
、
水
の
郷
ま
つ

り
及
び
夏
休
み
に
旅
行
村
に

来
ら
れ
る
方
を
対
象
と
し
て
、

事
前
に
実
施
す
る
よ
う
手
配

し
て
い
る
。
ま
た
、
桜
の
木

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
並
行
し

て
折
れ
た
枝
等
の
処
理
も
一

緒
に
行
っ
て
い
る
。

鈴
木
議
員　

宮
渕
区
で
は
、

あ
や
め
苑
の
管
理
に
積
極
的

で
あ
る
。
町
と
し
て
、
集
落

に
対
し
多
少
な
り
と
も
助
成

は
考
え
て
い
る
か
。

町
　
長　

あ
や
め
苑
で
良
い

か
ど
う
か
も
あ
る
が
、
議
員

の
ま
ま
の
状
態
で
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
今
現
在
と
し
て

は
、
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と

は
大
変
困
難
な
状
態
で
あ
る
。

環
境
整
備
課
長　

町
道
と
接

す
る
只
見
湖
の
右
岸
に
つ
い

て
は
、
毎
年
草
刈
り
等
を
森

林
組
合
に
お
願
い
し
て
い
る
。

進
め
て
お
り
、
時
間
を
要
し

て
い
る
。
地
域
住
民
の
不
便

を
考
え
た
際
、
速
や
か
に
整

備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

鈴
木
議
員　

只
見
湖
畔
に
は
、

土
地
は
電
源
開
発
で
あ
る
が

町
で
管
理
す
る
あ
や
め
苑
や
、

町
道
石
伏
舘
ノ
川
線
な
ど
あ

る
が
、
現
状
の
管
理
体
制
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

観
光
商
工
課
長　

宮
渕
あ
や

め
苑
に
つ
い
て
は
、
現
在
荒

れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

過
去
に
は
電
源
開
発
や
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会
に
委
託
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
管
理
を

お
願
い
し
て
い
た
が
、
平
成

23
年
豪
雨
災
害
以
降
は
、
そ

鈴
木
議
員　

平
成
23
年
豪
雨

被
害
に
よ
り
、
萬
代
橋
が
落

橋
し
て
丸
3
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
宮
渕
地
区
の
住

民
は
大
変
難
儀
し
て
い
る
。

萬
代
橋
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
問
う
。

町
　
長　

萬
代
橋
に
つ
い
て

は
、
設
置
者
で
あ
る
電
源
開

発
と
の
協
議
の
ほ
か
、
併
せ

て
河
川
管
理
者
と
も
協
議
を

鈴

木
　
征
議
員

只
見
湖
周
辺
一
帯
の
整
備
計
画
は
？

︱
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
活
用
町
長

落
橋
し
た
ま
ま
の
萬
代
橋

天領あやめ苑（宮渕地内）の現状
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効
な
投
資
や
活
用
の
ほ
か
、

地
域
全
体
の
活
力
が
高
ま
り
、

安
心
を
持
て
る
形
で
取
り
組

み
た
い
。
今
後
も
皆
さ
ん
と

協
議
し
て
い
き
た
い
の
で
ご

理
解
願
い
た
い
。

新
國
議
員　

な
る
べ
く
早
く

計
画
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

※
ほ
か
に
、
滝
ダ
ム
湛
水
に

係
る
町
へ
の
説
明
に
つ
い

て
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

れ
ば
反
省
す
べ
き
点
も
多
々

あ
り
、
議
員
と
は
人
災
か
天

災
か
の
捉
え
方
の
違
い
が
あ

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
が
、

心
情
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。

基
金
の
使
途
と
し
て
も
、
国

県
の
枠
組
み
の
中
で
対
応
し

て
お
り
、
す
べ
か
ら
く
対
応

で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
否
め

な
い
し
、
心
情
的
に
は
癒
し

が
た
い
も
の
も
あ
っ
た
。
今

後
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
地

域
振
興
や
農
商
工
振
興
に
有

今
そ
の
使
途
に
つ
い
て
議
論

し
て
い
る
。
私
は
、
町
民
の

声
を
代
表
し
、
町
民
に
寄
り

添
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

町
長
も
町
民
に
寄
り
添
っ
て

い
る
と
答
え
て
い
る
。
私
も

寄
り
添
い
、
町
長
も
寄
り
添

っ
て
い
る
と
言
う
が
、
一
度

た
り
と
も
意
見
が
一
致
し
た

こ
と
が
な
い
。
寄
り
添
う
道

が
い
く
つ
も
あ
る
の
か
、
ま

た
は
ど
ち
ら
か
が
寄
り
添
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

町
　
長　

新
國
議
員
の
事
情

や
状
況
を
調
べ
な
が
ら
の
活

動
に
対
し
て
は
評
価
し
て
い

る
。
全
体
的
に
見
る
と
検
証

事
業
も
あ
っ
た
が
、
振
り
返

新
國
議
員　

水
害
後
、
私
は

い
く
ど
と
な
く
被
災
に
関
す

る
質
問
を
し
て
き
た
。
町
長

は
、
水
害
後
い
ち
早
く
自
然

災
害
で
あ
る
と
言
い
切
り
、

今
で
も
そ
う
お
考
え
と
思
う

が
、
議
会
で
は
検
証
を
求
め
、

電
源
開
発
に
説
明
を
求
め
た

り
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し

審
議
し
て
き
た
。
そ
の
間
に

町
の
広
報
の
不
手
際
が
明
ら

か
に
な
り
、
処
分
者
を
出
し

た
こ
と
に
加
え
、
電
源
開
発

は
滝
ダ
ム
の
堆
砂
の
影
響
を

認
め
、
操
作
規
程
に
も
問
題

が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
て
い
る
間
に
、
町
に

9
億
円
の
基
金
が
提
供
さ
れ
、

新
國
議
員　

災
害
復
興
基
金

で
の
農
林
商
工
業
者
へ
の
産

業
支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

町
　
長　

こ
れ
か
ら
の
地
域

産
業
全
体
の
復
興
が
、
被
災

さ
れ
た
事
業
者
を
含
む
町
の

産
業
復
興
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
の
で
、
様
々

な
産
業
振
興
行
政
を
推
進
す

る
な
か
で
有
効
な
計
画
を
策

定
し
て
い
き
た
い
。

新
國
秀
一
議
員

復
興
基
金
の
産
業
支
援
は
？

︱
有
効
な
計
画
を
策
定
し
て
い
く
町
長

平成23年7月豪雨災害により被災した町内企業
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り
町
で
整
備
す
る
公
共
施
設

の
木
造
化
、
町
産
材
の
使
用

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
公
共
施

設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

利
用
可
能
な
木
材
の
利
活
用

に
関
す
る
支
援
の
制
度
を
積

極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

県
の
森
林
環
境
交
付
金
制
度

に
お
い
て
も
県
産
材
を
利
活

用
し
た
市
町
村
の
事
業
に
つ

い
て
交
付
金
の
対
象
と
な
る

な
ど
町
で
活
用
が
可
能
な
制

度
が
あ
る
。
今
年
4
月
に
策

定
し
た
只
見
町
公
共
施
設
木

材
利
用
推
進
基
本
方
針
に
よ

場
合
の
交
付
単
価
は
農
地
・

水
保
全
管
理
支
払
の
交
付
単

価
を
上
回
る
も
の
と
な
る
。

農
地
維
持
支
払
の
み
の
取
り

組
み
も
可
能
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

集
落
で
も
取
り
組
み
が
可
能

な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
制
度
の
内
容
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
町
の
農
業
の

地
理
的
、
気
候
的
な
状
況
、

戦
略
作
物
の
需
用
の
動
向
に

合
っ
た
対
応
を
考
え
て
い
く
。

中
野
議
員　

林
野
庁
が
国
産

木
材
の
活
用
を
広
く
促
す
事

業
を
多
面
的
に
展
開
し
て
い

る
。「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト

事
業
」
等
、
町
は
積
極
的
に

活
用
す
べ
き
で
は
？

町
　
長　

ご
指
摘
の
木
材
利

用
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
ほ
か
、

払
交
付
金
が
10
ア
ー
ル
当
た

り
1
万
5
千
円
か
ら
7
千　

5
百
円
に
削
減
さ
れ
、
平
成

30
年
か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
よ
り
需
用

の
あ
る
戦
略
作
物
に
つ
い
て

は
、
飼
料
用
米
、
米
粉
用
米

に
そ
の
収
量
に
応
じ
た
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
が

交
付
さ
れ
る
。

日
本
型
直
接
支
払
制
度
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
農
地
・

水
保
全
管
理
支
払
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
た
資
源
向
上

支
払
は
農
地
維
持
支
払
と
併

せ
て
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
農
地
維
持
支
払
と

資
源
向
上
支
払
に
取
り
組
む

中
野
議
員　

2
0
1
4
年
か

ら
、
水
田
農
業
政
策
は
大
き

く
転
換
し
た
。
創
設
さ
れ
た

日
本
型
直
接
支
払
制
度
は
14

年
産
米
か
ら
支
援
単
価
を
半

減
す
る
な
ど
、
新
政
策
に
か

わ
る
。
町
の
考
え
は
。

町
　
長　

水
田
・
米
政
策
に

関
し
て
は
、
経
営
所
得
安
定

対
策
に
お
け
る
米
の
直
接
支

中
野
大
徳
議
員

新
た
な
水
田
農
業
政
策
の

対
応
策
は
？

︱
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
考
え
る

国
産
木
材
を
活
用
す
る
計
画
は
？

︱
町
産
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る

町
長

町
長
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議員の突撃
インタビュー

聴かせてくんつぇ！聴かせてくんつぇ！

町政や議会等に対してどのように考えているのかを
町民の方々に議会広報特別委員会の委員が直接お伺
いして、さまざまな想いを聴かせていただきました。

Ｈさん　３年前に只見に帰ってき
ました。帰ってきた当時は自然が
たくさんあって、改めていいとこ
ろだなあと感じたのですが、3 ヵ
月もすると、お店も遊ぶ場所も乏
しくて若者には不便すぎる場所だ
と感じるようになりました。また

都会に出ようか悩んでしまいます。
Ｋさん　私は只見が気に入ってい
て、不満は特にありません。自然
の多いところが何より好きですし、
只見の人たちが皆温かく、ここで
の人間関係が好きです。
Ｉさん　皆が集まってお茶するよ
うな場所やカラオケＢＯＸのよう
な所があるといいです。

Ｈさん　コンビニやツタヤなど、
ＡＴＭが24時間使えて深夜でも営
業しているお店が欲しい。夜勤が
ある身としては深夜営業している
お店がないのは悲しい。普段の買
い物も不便。

①人が集まるようなことをしても
らいたい
②高速道路が通ると嬉しい
③働く場所がもっとあったほうが

いい
④冬期間、町中だけでも無散水式

融雪道路にはできないのか
⑤自由に選べる住宅やアパートが

あるといい
⑥奨学金の額をもっと増やしても

らいたい

斎
さ い

藤
と う

 恵
めぐみ

さん（只見）

只見に帰ってきて８年が経ちま
す。その間子供が３人生まれ、子
育て奮闘中です。

長女は小学２年で、あと2人が
保育所に通っていますが、町の子
育て支援は充実していて、大変助
かりありがたいと思っています。

友人の話によれば、家を建てた

いがなかなか土地が見つからない、
空き家物件などもあるようだが情
報が全く分からない、と言います。
子育て中は高い家賃の住宅へ入居
するのは困難な人が多いので、町
で住宅に関する情報提供を
もっとしてもらえたら助か
ると思います。

ユネスコエコパークに認
定されましたが、まだ仕組み
がよくわかりません。また、

「恵みの森」を訪れた方から
話を聞いたのですが、案内看
板が草に埋もれて見えにくく、

せっかく行ったのに不快に思っ
て帰って来たそうです。案内看
板くらいは最低限しっかり整備
した方がいいと思います。

ヒロタテクノにお勤めの
若い人たちに
聞いてみました！

＊只見町に住んで思うこと

＊只見町に住んで思うこと

＊町に期待することを
聞いてみました

＊お願いしたいこと
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各
議
員
の
所
属
す
る
委
員
会
は
、
条

例
で
2
年
に
一
度
再
編
さ
れ
る
決
ま
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
4
月
に
変

わ
っ
た
議
会
の
新
体
制
を
ま
ず
取
り
上

げ
ま
し
た
。
広
報
メ
ン
バ
ー
5
名
は
引

き
続
き
担
当
い
た
し
ま
す
。

6
月
会
議
は
、
12
日
か
ら
実
質
5
日

間
開
催
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
町
長

か
ら
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

補
正
予
算
（
追
加
と
な
る
予
算
）
が
主

な
議
案
で
す
。
そ
の
審
議
内
容
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
で
は
、
8
名

の
議
員
が
当
局
と
活
発
な
議
論
を
展
開

し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
当
た
っ
て
は
、

結
果
よ
り
も
「
決
ま
る
ま
で
の
審
議
経

過
」
を
町
民
の
皆
様
に
お
伝
え
で
き
る

よ
う
、
紙
面
づ
く
り
に
心
が
け
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
目
黒
仁
也
委
員
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

石
橋
明
日
香

副
委
員
長　
　

小
沼
信
孝

委　
　

員　
　

山
岸
フ
ミ
子

大
塚
純
一
郎

目
黒
仁
也

議会の主な動き 平成26年4月1日～6月30日

編

集

後

記

あなたの意見が議会を変える
議会活動や議会だより等に関してご意見の
あ る 方 は、 電 話・ 手 紙・ メ ー ル（gikai@
town.tadami.lg.jp）でお寄せください。直接
意見を伝えたいという方は、議員と事務局
が伺いますので、ご連絡ください。
※「なじょだったかない？」……只見町の方言で
「どうでしたか？」という意味。

パソコンやスマートフォンから只見町議会
のホームページに入っていただくと議会本
会議の議事録を見ることができます。議事
録のデータ作成のため議会終了後よりお時
間をいただいていますが、随時更新してい
ますのでご覧ください。
http://www.tadami.gr. jp/gikai/gikaitop.
html

4月 5日 町内保育所入所式
4月 7日  町内小学校入学式
 只見中学校入学式
4月 8日  県立只見高等学校、南会津高等学校入学式
 只見高等学校山村留学生対面式
4月17日 只見町納税貯蓄組合連合会総会
4月18日 議会4月会議
4月21日 議会報告会（～ 4/23）
4月25日 南会津地方町村議会議長会総会（南会津町）
4月26日 南会津警察署明和駐在所開所式
4月28日 只見町商工会通常総代会
5月 1日  県町村議会議長会正副会長会議、理事・監事合同会

議（福島市）
5月 8日  会津総合開発協議会南会津地方部会（南会津町）
5月13日 軽水力発電機進水式
5月15日 只見町賃貸住宅新築工事安全祈願祭
5月20日 議会5月会議
5月26日 会津縦貫南道路整備促進期成同盟会総会（会津若松市）
 会津総合開発協議会定例総会（会津若松市）
5月27日 第39回町村議会議長・副議長研修会（～ 5/28：東京

都）
5月30日 南会津地方環境衛生組合施設概要説明会（南会津町）
6月 3日  福島県町村議会議長会定期総会（福島市）
6月 4日  全国過疎地域自立促進連盟理事会（東京都）
6月 6日  南会津地方議会行政研究会（南会津町）
6月 9日  福島県会津線等対策協議会総会（会津若松市）
6月10日 只見町交通安全対策協議会総会
6月12日 議会6月会議（～ 18日）
6月13日 JR只見線視察研修
6月20日 百歳高齢者知事賀寿贈呈式（黒谷地区）
6月22日 西部女性のつどい
6月23日 ふるさと只見人材育成講座開講式
6月28日 ふくしまの復興を誓う県民の集い（郡山市）
6月30日 南会津地方町村議会議長会（南会津町）
 南会津地方広域市町村圏組合議会議員行政視察（白

河市方面）
〈その他〉
本会議 6回、全員協議会 4回、委員会開催28回（※各常任委員
会12回、議会運営委員会 9回、議会広報特別委員会 7回）

6 月会議から、議会本会議をインターネ
ットで中継しています。今後、本会議につい
ては、議場での傍聴及び各振興センターで
の中継のほか、パソコンやスマートフォン
からも本会議開催時にライブ映像で中継配
信されます。

なお、本会議の録画映像についても議会
ホームページから視聴できますので、ぜひ
ご覧ください（録画映像の保存期限は概ね
1年程度となります）。

議会中継ネット配信開始！
http://www.tadami.gr.jp/parliament/ustream.html


